
  

 
 

              

九
月
二
八
日
、
尼
崎
安
全
セ
ン
タ
ー
第

二
八
回
総
会
を
一
八
時
か
ら
中
小
企
業
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
各
労
組
・
団
体
・

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
患
者
と
家
族
の
会
、
安

全
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ｂ
、
一
般
参
加
者
な
ど
計

四
〇
名
が
集
い
ま
し
た
。 

活
動
報
告
、
活
動
方
針 

 

二
〇
一
六
年
度
の
定
例
交
流
会
は
「
今

職
場
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
、「
有

機
溶
剤
等
、
危
険
物
質
の
点
検
」
、
「
自

動
車
・
自
転
車
事
故
対
策
」
、
「
安
全
衛

生
委
員
会
の
取
組
み
」
、
「
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
」
、「
最
近
の
事
故
・

災
害
報
告
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。
二
〇
一
六
年
か
ら
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
が
義
務
化
さ
れ
、
様
々
な
場
所
で
話

題
と
な
り
ま
し
た
。 

 

講
演
会
は
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
課

題
と
対
応
」
、
「
過
労
死
を
防
ぐ
た
め
に

ー
兵
庫
の
“
電
通
事
件
”
の
こ
と
ー
」
、

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
例
か
ら 

                        

学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
師
に
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ク
ボ
タ
周
辺
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
相
談
、

労
災
ア
ス
ベ
ス
ト
相
談
・
裁
判
、
ク
ボ
タ

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
一
二
年
の
尼
崎
集
会
に
も

取
り
組
み
ま
し
た
。
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は

阪
神
共
同
福
祉
会
園
田
苑
で
実
施
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
七
年
度
は
引
き
続
き
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
や
安
全

衛
生
委
員
会
の
取
組
み
に
つ
い
て
各
職
場 

             

の
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
取
組
み
を
進
め

て
行
き
ま
す
。 

労
働
者
に
と
っ
て
有
利
な
の
か 

 

総
会
終
了
後
、
在
間
秀
和
弁
護
士
に
特

別
講
演
と
し
て「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
と『
働 

                

き
方
改
革
』
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

残
業
代
ゼ
ロ
法
案
と
罰
則
付
き
の
長
時

間
労
働
規
制
と
い
う
正
反
対
の
性
質
を
持

つ
制
度
が
一
緒
に
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
時
間
労
働
の
規
制
に
つ
い
て
は
罰
則
付

き
規
制
が
で
き
る
と
い
う
良
い
点
は
あ
り

ま
す
が
、
過
労
死
ラ
イ
ン
ま
で
働
い
て
良

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
な
ど
不
十
分
な
点

は
多
々
あ
り
ま
す
。
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
に

つ
い
て
は
二
〇
〇
七
年
に
出
さ
れ
た
「
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
」
の 

                       

焼
き
直
し
で
、
年
収
一
，
〇
七
五
万
円
以

上
の
労
働
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
日
本
経
団
連
は
対
象
者
を
年
収
四
〇

〇
万
円
以
上
と
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
お

り
、
政
府
も
「
小
さ
く
産
ん
で
、
大
き
く

育
て
る
」
と
い
う
発
言
を
公
の
場
で
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
の
中
に
は

“
労
働
生
産
性
の
向
上
”
と
い
う
文
言
が

多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
安
倍
政
権
の
基
本

姿
勢
の
「
世
界
で
経
営
者
が
一
番
経
営
し

や
す
い
国
」
を
め
ざ
す
こ
と
と
合
わ
せ
て

考
え
る
と
、
総
体
的
に
労
働
者
に
と
っ
て

有
利
に
働
く
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

過
労
死
、
メ
ン
タ
ル
不
調
問
題
等
、

働
き
方
、
働
く
長
さ
が
労
働
者
の
安

全
・
健
康
を
害
す
る
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
「
ゼ
ネ
ス
ト
が
起
き
る
位
の
内

容
だ
」
講
師
は
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 
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緩
慢
な
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劇
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第
二
八
回
総
会 

成
功
！ 

特
別
講
演
「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
と
『
働
き
方
改
革
』
」 

議  長      松 原 保 

（代行） 

副議長       

 

事務局長    飯 田  浩 

（専任） 

事務局次長  塩 見  有 生 

（阪神医療生協） 

会  計      柏 原  啓 二 

（阪神医療生協） 

運営委員    吉 田  誠 

（全国一般冨士レジン工業） 

〃       岡 田 光 次 

（尼崎市職労） 

〃     藤 田 哲 平 

（ＪＡＭ東洋精機） 

 

運営委員   

〃       原   達 也 

（日興商会） 

〃      高 所 尚 也 

（JAMヤンマー労組） 

〃       高 田 郁夫 

（尼崎市水道労組） 

〃     末 吉 幸 雄 

（日本板硝子共闘） 

〃        

（ＪＡＭ木村化工機） 

 

会計監査    武 澤  泰 

（アスベスト患者と家族の会） 

〃       嶋 内  良 則 

（社会保険労務士） 

顧  問     谷 村  梓 

 ＪＡＭ  東洋精機 

〃   木村化工機 

〃   ヤンマー尼崎 

〃   日本スピンドル 

全国一般 冨士レジン工業 

 日本板硝子共闘 

自治労  尼崎市職労 

〃   尼崎市水道 

日興商会 

武庫川ユニオン 

阪神医療生協 

阪神労災被災者交流会 

ひまわり医療生協 

ひまわりの会労災被災者交流会 

                 

賛助会員 連合尼崎 

      尼崎地区労 

      全国一般阪神地協 

      全港湾大阪支部 

      自治労阪神淡路共闘会議 

      連帯労組関西生コン支部 

安全センター第 28回総会の様子 

講演する在間弁護士 



  

『
市
報
あ 

 

ま
が
さ
き
』
六

月
号
に
は
ク

ボ
タ
シ
ョ
ッ

ク
一
二
年
の

集
会
案
内
が

載
っ
て
い
ま

し
た
。
よ
し
よ

し
と
思
い
な

が
ら
パ
ラ
パ

ラ
見
て
い
る

と
、
「
弾
道
ミ

サ
イ
ル
が
落

下
す
る
可
能

性
が
あ
る
場 

合
の
行
動
に
つ
い
て
」
の
記
事
。
「
弾

道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
か
ら
極
め
て
短

時
間
で
着
弾
し
ま
す
。
直
ち
に
身
を
守

る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
。
全

国
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
対
ミ
サ
イ
ル
防

衛
の
市
民
告
知
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。 

西
宮
で
は 

ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練
ま
で 

こ
の
上
を
行
く
の
が
お
隣
西
宮
市
で
、

九
月
一
七
日
市
内
南
東
部
鳴
尾
東
地
区

で
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
住
民
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
サ
イ
レ
ン
が

鳴
ら
さ
れ
、
緊
急
放
送
が
行
わ
れ
、
そ

し
て
住
民
は
、
そ
の
場
で
腕
や
カ
バ
ン

で
頭
を
守
る
、
近
く
の
学
校
や
公
民
館

に
避
難
、
屋
内
で
は
窓
の
な
い
部
屋
へ

移
動
と
避
難
方
法
を
実
行
し
ま
す
。 

全
国
で
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
し
た
自

治
体
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
は
知
り
ま
せ

ん
が
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
）
で
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
流

れ
た
り
、
交
通
機
関
が
止
ま
っ
た
り
、

臨
時
休
校
を
し
た
学
校
ま
で
あ
る
と
言

い
ま
す
か
ら
、
事
態
は
深
刻
で
す
。 

安
倍
首
相
は
こ
の
国
の
現
状
を
「
国

難
だ
」
と
強
調
し
て
お
き
な
が
ら
、
国

会
を
解
散
・
選
挙
に
し
て
し
ま
え
ば
、 

         

そ
の
間
首
相
の
ど
ん
な
指
示
・
行
動
も

国
会
と
国
民
の
承
認
を
得
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。
危
機
を
煽
り
た
て
て
、
森
友
・

加
計
学
園
問
題
で
の
税
金
不
正
使
用
の

疑
惑
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
つ
も
り
な
の

で
し
ょ
う
か
。 

ミ
サ
イ
ル
は
ず
い
ぶ
ん
遠
い 

い
ま
北
朝
鮮
が
実
験
し
て
い
る
の
は
、

日
本
上
空
と
言
っ
て
も
八
〇
〇
キ
ロ
も

上
空
の
大
気
圏
外
、
宇
宙
空
間
を
放
物

線
を
描
い
て
通
過
す
る
、
ア
メ
リ
カ
本

土
に
届
く
新
型
ミ
サ
イ
ル
で
す
。
体
育

館
で
頭
を
抱
え
て
床
に
伏
せ
て
ど
う
な

る
ん
で
し
ょ
う
か
。
危
機
を
煽
る
こ
と

に
よ
っ
て
軍
事
関
連
予
算
は
次
々
増
大

し
、
そ
の
分
、
福
祉
・
生
活
関
連
は
や

せ
て
い
き
ま
す
。 

全
国
安
全
セ
ン
タ
ー
で
も
北
朝
鮮
に

は
急
い
で
核
実
験
停
止
を
、
世
界
各
国

に
も
核
兵
器
の
廃
絶
を
申
し
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

飛
行
機
の
部
品
も 

落
ち
て
き
た 

日
本
の
上
空
で
安
全
上
不
安
が
あ
る

の
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
一
番
で

し
ょ
う
か
？ 

 

先
月
九
月
二
三
日
午
前
一
一
時
頃
に
、

飛
び
立
っ
て
間
も
な
い
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ
ラ
ン

ダ
航
空
八
六
八
便
の
機
体
か
ら
長
さ
一

ｍ
、
重
さ
四
キ
ロ
余
り
の
部
品
（
翼
部

分
の
パ
ネ
ル
）
が
大
阪
市
内
中
心
部
に

落
ち
て
き
て
、
走
行
中
の
乗
用
車
に
当

た
る
と
い
う
、
ま
さ
に
危
機
一
発
の
事

故
が
あ
り
ま
し
た
。
離
陸
し
て
間
な
し

と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
高
度
数
千
メ

ー
ト
ル
以
内
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
飛

行
機
か
ら
の
物
体
落
下
事
故
は
こ
の
一

〇
年
で
四
〇
〇
件
以
上
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
に
在
日
米
軍
に
よ
る
落
下
事
故
を

加
え
る
と
事
態
は
ま
す
ま
す
深
刻
。 

オ
ス
プ
レ
イ
は
墜
落
し
て
い
る 

そ
の
在
日
米
軍
で
す
が
、
昨
年
一
二

月
一
三
日
、
沖
縄
県
名
護
市
沖
海
上
で

垂
直
離
着
陸
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
が
不

時
着
（
機
体
は
大
破
し
て
い
る
。
墜
落
）
、

幸
い
に
も
海
兵
隊
員
五
人
は
救
助
さ
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
年
に
入
っ
て
八

月
五
日
、
ま
た
も
や
米
軍
普
天
間
飛
行

場
所
属
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
沖
で
墜
落
、
こ
の
時
は
海
兵
隊
員

三
人
と
も
死
亡
し
、
米
海
軍
安
全
セ
ン

タ
ー
も
深
刻
度
「
最
重
大
」
に
当
た
る

事
故
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
オ
ス
プ
レ

イ
に
乗
務
さ
せ
ら
れ
る
米
兵
、
県
の
配

備
撤
回
要
求
を
無
視
し
て
訓
練
基
地
に

使
わ
れ
て
い
る
沖
縄
、
あ
ま
り
に
安
全

無
視
・
人
命
軽
視
で
す
。
西
宮
市
は
こ

れ
ら
の
実
態
も
充
分
学
校
・
地
域
で
学

習
し
、
対
策
を
練
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

限
ら
れ
た
お
金
の
中
で
何
を
安
全
衛

生
の
優
先
課
題
と
す
る
か
と
い
う
問
題

で
す
。
そ
こ
で
、
総
選
挙
で
も
争
点
化

し
て
い
る
原
発
問
題
。 

篠
山
市
で
は 

ヨ
ウ
素
剤
が
配
布
さ
れ
て
い
る 

去
る
六
月
六
日
、
茨
城
・
原
子
力
機

構
で
設
備
点
検
中
に
作
業
員
四
人
が
大

量
被
ば
く
す
る
と
い
う
記
事
が
報
じ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
電
柏
崎
刈
羽
原

発
の
再
稼
働
事
実
上
合
格
判
定
も
、
規

制
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。 

三
・
一
一
を
振
り
返
る
ま
で
も
な
く
、

職
場
・
地
域
で
の
放
射
線
被
害
の
拡
大

も
本
当
に
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
篠
山
市

の
取
り
組
み
を
御
存
じ
で
す
か
？ 

篠
山
か
ら
尼
崎
へ
通
勤
し
て
い
る
人

も
お
ら
れ
る
丹
波
篠
山
。
市
長
の
酒
井

隆
明
さ
ん
は
「
福
島
の
事
故
か
ら
、
原

発
は
人
間
が
制
御
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
廃

棄
物
は
何
万
年
も
の
間
、
有
害
な
ま
ま

残
っ
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う

な
危
険
、
大
き
な
負
担
を
未
来
に
残
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
、
い

た
っ
て
常
識
派
の
市
長
さ
ん
。 

篠
山
市
は
大
飯
、
高
浜
原
発
か
ら
五

〇
キ
ロ
の
距
離
に
あ
り
、
原
発
で
事
故

の
あ
っ
た
時
に
は
、
兵
庫
県
内
最
大
の

甲
状
腺
被
曝
線
量
が
予
測
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。 

そ
れ
で
酒
井
市
長
は
、
国
の
定
め
た

三
〇
キ
ロ
圏
内
で
は
な
い
け
れ
ど
、
子

供
を
守
る
の
は
何
よ
り
大
人
の
責
任
と

考
え
、
甲
状
腺
が
ん
の
発
症
を
防
ぐ
た

め
に
、
市
内
各
会
場
で
説
明
会
を
持
ち
、

す
で
に
一
万
二
五
〇
〇
人
の
市
民
に
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
を
終
え
ま
し
た
。

一
〇
月
か
ら
は
乳
児
用
の
ゼ
リ
ー
薬
剤

も
配
布
し
ま
す
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も
二

万
部
作
り
ま
し
た
。
（
い
か
に
も
地
に

足
の
つ
い
た
安
全
対
策
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
人
口
約
四
万
二
〇
〇
〇
人
） 

福
島
県
で
は
今
、
二
巡
目
ま
で
の
検

査
で
甲
状
腺
が
ん
一
四
五
人
（
一
八
歳

以
下
）
を
確
認
し
、
今
三
巡
目
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
間

報
告
で
は
、
疑
い
を
含
め
て
一
九
〇
人

に
上
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

さ
て
、
う
ち
の
工
場
で
の
安
全
対
策

は
ど
う
進
め
ま
す
か
？
も
う
工
場
内
で

の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
訓
練
と
称
す
る
も
の

を
率
先
し
て
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
労
働
者
と
し
て
、

労
働
組
合
と
し
て
対
応
を
し
っ
か
り
、

そ
し
て
冷
静
に
考
え
る
必
要
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。 

（２）                                                  2017年 10月 20日                        E-mail: a4p8bv@bma.biglobe.ne.jp 
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